
グローバル時代に「勝つ」ものづくりのために

ー PLM導入の勧めー



© Hitachi Solutions, Ltd. 2021. All rights reserved.

略称について

2

PLM：Production Lifecycle Management
PDM：Product Data Management
ERP：Enterprise Resources Planning 
MES：Manufacturing Execution System
BOM：Bills of materials
SCM：Supply Chain Management
CRM：Customer Relationship Management
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グローバル企業のものづくりビジョン

どこでも設計、どこでも製造、どこでもサービス
Design Anywhere Build Anywhere  Service Anywhere

海外の企業は、グローバル市場を獲得するために

地域や場所を問わない設計・製造・サービスに関する

ものづくりに関する情報の見える化を強化しています

セットメーカー

設計パートナー

サービス拠点

製造パートナー

生産設備メーカー

・・・日本企業も、準備はOKか？
5
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国内本部

国内グループ

海外現地法人

過去 → 現在 → 未来ビジネス
モデル

サービス

サービス

サービス

日系企業も、すっかり様変わりしたグローバル戦略

【高機能×高付加価値】 要素開発や商品企画と一体の製品づくり

【機能８割＋価格半値】 ボリュームゾーン向けの２次ブランドづくり

【アジア内需化の対応】 国際分業時代のグローバル人材づくり

設計 生産

生産

生産

企画

設計

グローバル規模の標準化でムダな固定費削減！

製品情報の見える化で国際分業の促進！

各国の特徴を生かした売れるための最適設計！

設計 生産

生産設計

生産

企画

企画 設計

コンセプト

6
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どこで経営の足を引っ張っているか？

出所：経済産業省

【問い】 利益率が最も高いものづくりプロセスはどこですか？

たとえ、製造/組立/販売で儲けても

研究/開発/設計やアフターサービスで利益貢献がなければ

企業全体での収益性にマイナス影響

ものづくり全プロセスで経営視点のイノベーションを！

7
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最近のトレンド 「グローバル・新規開拓」

8

◆ 世の中のトレンド、、、「サブスクリプション(定額制サービス)」「働き方改革」
• 製造業自体も変革し、「楽して儲ける」「付加価値での差別化」
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ものづくりのQCDが、会社経営を左右する

C 製品コストの７０％以上は
製造する前に決定して
しまう

D 開発設計の進捗状況が、
市場投入のタイミングを左右
している

Q 品質の作りこみは
企画構想から始まっている

ものづくりのQCD

突然の信用不安
や賠償責任によって
発生した特別損失が

経営を圧迫設計者の
モチベーション低下
による品質問題

有害物質の混入に
よる突然の
輸入規制

製品のライフサイクル

設計不良による
リコールによって
一瞬で失う信頼

市場が変化しても
開発中止ができな
い企業体質

9

企画

Plan

構想

Concept

製品設計

Design

検査

Validate

生産

Production

保守サポート

Support
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製品ライフサイクルでの共通言語とは？

11

【部門間で話す際の共通言語(インプット資料)はなんですか？】

• 図面
• CADデータ
• 部品表(BOM)
• 設計資料
• 検査成績表

etc

PLM：各業務で共有しているデータを電子化して利活用
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Plan DesignConcept SupportValidate Production
製品設計 生産企画 構想 保守サポート検査

製品ライフサイクル全体での製品情報の作成・管理・共通・再利用

要件
BOM

機能BOM
（論理的）

設計BOM
（物理的）

解析評価
BOM

製造
BOM

サービス
BOM

生産管理
システム
(ERP/MES) 12
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取り組み課題

国際間での業務仕分け

コンカレント設計時の製品上の問題点を

国や地域をまたいでも仕分けできるか？

開発プロジェクトのマネジメント

意思決定のために、開発の進捗と問題点が

リアルタイムに見える化できているか？

設計コラボ時の品質と信頼性

ユーザ個人や部内の生産性を確保しつつ、

エレメカソフトの信頼性設計ができているか?

トータルコスト管理

製品ライフサイクルで発生するコスト情報を

関係者全員が最新情報を共有しているか？

データ・セキュリティの確保

重要な機密データを安全安心に

外部パートナー企業と共有できているか?

システム・パフォーマンスの改善

グローバル規模で、最新の製品データに

ストレスなくアクセスできるIT基盤か？

13
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複雑化し、点在してしまったIT基盤

提案活動
顧客要件

部品設計
設計部品表
設計変更

顧客仕様
納期回答

保守契約

モデリング
図面化
解析

構想検討
要件分析

市場分析
販促用資料,
パンフレット

優先的部品調達
認定企業

製造性検討
工程設計

不具合報告

操作マニュアル

顧 客

生産拠点

生産拠点
生産拠点サプライヤ サプライヤ

専属の設計外注

国内設計
パートナー

海外設計
パートナー

顧 客

許認可団体
官公庁

製造部門調達部門

中国

山形
東欧

中国

インド

九州

台湾

韓国

北米

東京

作業組立指示
NCプログラム

教育マニュアル
部品カタログ

名古屋
広島

サプライヤ

サービス部門開発設計部門

マーケティング部門 営業部門

14
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ものづくりの中心となるPLM

“ものづくり情報”を中心とした戦略的経営システム

PLM

15
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PLM導入での効果（一例）

◼定性的な効果
• 開発リードタイムの短縮

• 業務プロセスの標準化による製品品質の向上

• 製品情報の変更内容の全社的な見える化による意思決定のスピードアップ

• 部品体系を整備し、部品表（BOM）管理における製品コストの削減

• 法規制や製品リコールに関連する損失コストの削減

• 製品ノウハウやナレッジの収集・分類・管理による、ものづくり技術伝承に貢献

◼定量的な効果
• 設計変更にかかるトータル時間の60～85%短縮

• ムダな業務工数を25%削減

• 誤った古い設計情報による製造側の手戻りを10～30%削減

• 後工程の費用のかさむ変更作業を70%削減

• 人件費削減による設計変更効率が25%向上

• 冗長的なデータ入力を削減することで生産性が50～70%改善

• 経営的な意思決定や市場投入への影響度分析にかかる時間が20～50%削減

• 実際の設計変更の実施時間が15～25% 削減

• 書類作成時間や進捗確認のトラッキング作業が40%削減
出所: Giga, CIMdata, Accenture, Bearing Point, University Study, PTC 16
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グローバルものづくり体制 （例）

東京本社

大阪の自社工場

上海の合弁工場

マニラの開発パートナー

福岡の金型メーカー

事業部長 商品企画 設計部長

機械設計者

電気設計者

ソフトウェア設計者

機械設計者

電気設計者

ソフトウェア設計者

主力製品

17
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ものづくり情報のモデル化：製品情報のライフサイクル管理
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新規申請 内容分析 作業指示 承認待ち 実施

変更処理ﾌﾛｰ

ECO

Notes:
1. Finish 125
2. Pressure Test

Method Sheet

Tools
A-1
B-11

G
a
te

 1

検査 認定
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ものづくり情報のモデル化： 業務プロセスの見える化
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PLMのイメージ：与えられた権限の中で自由に製品情報にアクセス

システム設計 ～ 詳細設計 調達～生産商品企画 構想設計 アフターサービス生産技術

標準部品

情報公開データ

解析結果

要件書

CADデータ

データシート

ビューデータ

筐体

PCA

回路図

ファームウエア

ソフトウエア

コンポネント

ASIC

メカニカル部品

バッテリー

調達品

認定サプライヤ情報

属性分類体系

ベンダー部品

ベンダー部品

ベンダー部品

レイアウト図

操作マニュアル

ソースコード
保守マニュアル

テストプラン

2020.12.4 版
2020.11.8 版

2020.9.29 版

製品ABC

PLMシステム
製品情報のシングルソース

`` ` ` ` ``

C++

システム要件書

実行モジュールソフトウエア

ソフト開発
データ

メカ設計
MCADデータ

エレキ設計
ECADデータ

バッチ入力
データ

Officeアプリ
データ

（Ｅｘｃｅｌ）

各種ＰＤＭ

各種社内
基幹ＤＢ

生産管理データ
（ERP/MES）

バッチ出力
データ

Officeアプリ
データ

（Ｅｘｃｅｌ）
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PLMとERP連携による業務精度向上

21

・全員が常に整合性の取れた
最新の製品データにアクセス可能

PLMからのＩＦにより
プロジェクト定義
(製品構成を初期段階から周知)

PLMの承認済データを
プロジェクト定義に反映
『最遅手配タイミングにあわ
せた、承認分構成の手配』

・設計進捗に応じて、E-BOMとM-BOM
連携を図りながら構成を成熟させる。

PLMデータベース（E-BOM）

リリース

承認待

承認済

文書

CAD
図面

資料

技術情報閲覧

生産情報閲覧

コスト

コスト・ＬＴ情報の
フィードバック

受注 設計 ～ 製造 出荷・据付～アフターサービス

前例・標準からのコピー

・標準構成を流用して
新規プロジェクトを定義

・各装置の担当者と納期を設定

過去データから最遅手配
タイミングにかかる構成を抽出
『出図・承認タイミングの警告』

（先行手配の実施）

実績情報の収集
PLMへのフィードバック

手配手配しない
と間に合わ
ない

前例・標準

◆ 先行手配やサミダレ手配の実施

◆ 設計BOM（E-BOM）と生産BOM（M-BOM）との連動

設計システム連携の強化
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導入効果（他社事例）
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依頼書記入
(紙)

依頼書を
審査者へ

依頼書を
承認者へ

依頼内容
審査

依頼内容
承認

依頼書を
他部門へ

AsIs

依頼書記入
(電子)

依頼書を
審査者へ

依頼書を
承認者へ

依頼内容
審査

依頼内容
承認

依頼書を
他部門へ

ToBe

5

5

10

5

3

15

0

4

5

0

2

0

・紙で記入する
・修正が手間

・電子で記入する
・修正も手間少

・紙を依頼ボックスへ
投かん
・依頼ボックスから紙
を受領

・依頼内容を確認
・審査OKであれば
審査印を押印

・紙を依頼ボックスへ
投かん
・依頼ボックスから紙
を受領

・依頼内容を確認
・承認OKであれば
承認印を押印

・紙を他部門の依頼
ボックスへ投かん
・依頼ボックスから紙
を受領

・電子データを審査
依頼

・依頼内容を確認
・審査OKであれば
電子で承認

・電子データを承認
依頼

・依頼内容を確認
・承認OKであれば
電子で承認

・電子データを承認
依頼

歩いて依頼ボックスへ
行く手間がない。
自席で完結する

印鑑を打つ手間がな
くなる

見える効果（定量的効果）

・電子化することで、紙の出力を削減可能
例）
月 100枚 → 0枚

1枚当たりの印刷料：10円（紙代・インク代）
合計：100*10=1000円 削減可能

・承認までのリードタイム短縮
例）

1枚当たり 43分 → 11分
月当たりの枚数100枚（単価1万）

合計：43*100=4300分
4300*1万=4300万 工数削減可能

見えにくい効果（定性的効果）

・過去トラが可能
類似の依頼書などを検索及び参照できる

・現在の進捗状況が確認可能
紙での管理だと、どの状況（人）でとまっている

かを確認可能（→フォローできる）
・海外を含めて依頼を発行可能
・依頼書の紙の管理庫が必要なくなり、フロアのス
ペースが活用可能
・電子化（システム化）することで、フローの標準
化が可能となる

・画面＝帳票と考え、フォーマットを作り込まない




